































稿における表現をあえて持ち出すならば， 「問題発見・提起の能力」 「実践的方法能力」 「協働
し連帯する態度」，そして「生き方の教育」がこれに該当することがわかり，社会科教育の抱え
る現代的課題に対して示唆深い指摘かなされていることに，我々は気がつかされるのである。
本書の末尾には，次の出版もほのめかされている。創造的な研究の継続を，切に期待したい。
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